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多様な生徒の表現能力を高める指導の工夫

1主 題 設 定 の理 由

急激 な社会 の変化 に対応 して,高 校生の価 値観 や興味 ・関心 は ます ます多種 ・多様 に な って

きてい る。 しか し,「 多様 化 」は 「個性 化(自 分 らしさ)」 につなが るとは必 ず しも言え ない。

かえ って現在 の生徒 は,自 己を表 現す る時 に,画 一 的 ・均一 的 にな って しまった り,自 己意識

の もてないバ ラバ ラな表 現に終わ って しま う傾向 も見 られ る。

このよ うな現状 において,高 等学 校教育で は,生 徒 の多様性を認 め るだけで はな く,自 己理

解 と他者理解 を基 に 自己表現で きる個性豊 かな生徒を 育て る必要 が ある。 その ため には,ま ず

自己を認識 す る力を培い,さ らに 自分 らし く表現す る能 力を高 め る学 習が重要で ある。

美術 の学 習において は,こ れ まで,題 材 の工夫,手 作業 の重視,材 料 ・用具 ・技法 の活用 な

どによ って表現能力を高め る指導 の工夫を進 めて きた。 しか し,生 徒一 人一 人が 自分 らしい表

現を確認 し,高 め るため には,多 様 な生徒 に対応 で きる指導の工夫が必要で あ ると考 え る。

そこで,本 研 究 では,美 術 の学 習におけ る多様 な生徒 の実態 を把握 し,類 型化 し,そ の類型

に基づいて,高 め られ る表現能力 を明確 にす ることとした。

特 に,表 現能力の段階的 な育成 の 目安 を作 り,視 覚的 ・触覚的 に表現が で きる美術 の特性 を

活用 しなが ら,そ れ ぞれの題材 におけ る指導 の工夫 を考えた。 そ して,こ のよ うな美術 の学 習

活動 全体 を通 して,自 己理解 ・他者理解 を基 に 自分 ら し く表現で き る能力 を体得 させ ることが,

個性豊か な生徒を 育て ることの一 助に なると考え,本 研究 主題 を設定 した。

皿 研究 の方 法

1.研 究 の視点

本研究に当たって,次 の二つの課題を明確に し,研 究の視点 とした。

α)多 様 な生徒の美術学習における実態をどのように把握 し,分 析するか。

② 美術の学習によって高め られ る「表現能力 」とは何か。

5人 の研究員の所属校がある地域や学校によっての生徒の興味 ・関心,意 欲,能 力などは異

なるため,研 究の視点を共通 に理解 し,本 研究の出発点にして各実践研究を展開 してい くこと

とした。
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2・ 美 術の学習にお ける多様 な生徒の実態 の類 型化

学校 ごとに違 うた指導 を してい るため,多 様 な生徒 の実態 の類型化 を行 うことは大変難 しい。

生徒 の数 だけ類型が あ るとも言 え るし,一 人の生徒 にその類型 が全部当て は まる場 合 もあると

も言え る。

しか し,こ こでは教 師の分析を中心 に,生 徒 の もつ 目立 った傾向を類型 化 し,と らえ よ うと

試みた。 学校に より多少の違 いはあ るが,研 究 員所属校5校 の生徒につい ては,以 下 のよ うに

整理 す ることがで きた。

【多様 な生徒 の実 態 の類 型表 】

類 型 技 術

1

構想 力 意 欲 特 徴

A没 入 型 0 0 ○
創造力が=豊か で,描 写 力 ・構成 力に も優 れ

てい る。 主体的 に制作 に取 り組 め る。

B無 難 型 ○ 0 △
あ る程度 の レベルで満足 して しまい,深 く

追求 しない。 話や説明 は理解 してい る。

C義 務 型 △ O X

義務的に作業を進めるため意欲に欠 ける。

人のまねの表現に終わりがちである。

D不 器 用 型 X 0 0
意欲 が あ り,発 想 力 もあ るが,描 写 力 ・構

成力に欠 ける。追求心 はあ る。'

E真 面目一方型 △ △ 0
意欲的だが,柔 軟に制作に取 り組む態度に

欠ける。 自分らしい表現ができに くい。

F集 中力不足型 O D △
興味 ・関心 はあ るのだが,じ っ くりと作品

を完成 させる態度 や計 画性 に欠け る。

G無 気 力 型 △ X X

制作に対する意欲 に欠けがちである。美術

の表現活動を楽 しむことができに くい。

注(1)○ … ある,△ …多少 あ る,未 発達部分 があ る,× … あま りない

注(2]意 欲 には,興 味 ・関心,追 求力を含 め る。

_2



これ らの分析 の結果,現 状 では,Bの 「無難塑 」,Cの 「義 務型 」が多 いよ うに推測 され る。

また,Dの 「不器用型 」やEの 「真面 目一 方型 」に対 して,適 切 な指導をす ることが,芸 術 を

愛好す る態度 を育 てる美術教 育の大切 な役割 であ ると認識 した。

3.美 術 によ って高め られ る表 現能力

自己が形 成 され る高校生の時期 に,美 術教師 は,美 術の授業を通 して生徒 の どのよ うな表 現

能 力を高 め るべ きであろ うか。 この素朴 な命題 が,研 究の出発点 とな ったが,多 様 な生徒 の実

態 を考慮 す ると,や は り生徒 の数 だけ高 めたい表 現能 力が あるよ うに思 え る。 しか し,こ こで

は,特 に 「自分 らしさを表現 しよ うとす る態度 や能 力 」を高め たいと考 え た。

さらに,初 めか ら目標 を高 く設定 す ることは困難 で あることか ら,表 現能 力を段 階的 に高め

てい くための 目安 を以下 のよ うに まとめた。

表現に取 り

かかる意欲

十
完成 した満

足感

ウ
作品への自

己満足感

→
個性的な表

現

う
自他の評価

が高い作品

皿 研究 の内容

血で述べた研究 の視点か ら,以 下のような多様 な生徒に対した類型別の表現能力を明確に

した。

A

B

C

D

E

F

G

没 入 型 … 自他 ともに評価できる表現能力

無 難 型 … 意欲をもち,個 性的に表現する力

義 務 型 … 表現を楽 しみ追求する能力

不 器 用 型 … 幅広い表現技術

真面 目一方型 … 柔軟な発想力

集中力不足型 … 持続力

無 気 力 型 … 制作を楽 しむことと基礎的な技術

各研究員の所属校の実態を基に,こ の類型の中からい くつか選択 し,各 自の題材を通 して,

多様 な生徒 の表現能力がそれぞれに高 まる指導の工夫を考え,研 究授業の分析 ・考察を行い,

検証することとした。
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51実 践事例

コンピュータ等の機器を利用 した絵本制作(K校)

1.題 材設定 の理 由

最 近の高校生 の作品内容 の傾向 として,テ レビ,雑 誌,マ ンガな どの影響 を色濃 く受 けた も

のが多い。 そのためか,自 己の内面表現 よ りも軽快 で あっさ りと した表現が 多 くな り,作 品へ

の こだわ りも薄 くな って きたよ うに思 う。 このよ うな現状に おいて は,一 人一 人が 自分 の好 み

に合 わせ,気 楽 に表現活動 に取 り組 める面 も生 まれて きたが,完 成 した作品 は画一的 に なった

り,発 想 や構想 を 自分 らしい表現 にまで十分 に高 め られ なか った りす る傾向 がみ られ る。

それは,多 様 な発想を表現す る方法,表 現 のための材料 ・用具の活用法 な どが,生 徒 に しっ

か り身に付 いてい ない ことに起因す るよ うであ る。現 在の生徒 は,コ ンビ子一 タ,TVゲ ー ム,

ビデォ等,機 器に対 して興味 ・関心 を もち,そ れを使い こなす力 は もってい る。 そ こで,こ れ

らの機器 を美 術の学習 の中で利用 した ら,多 様 な生徒 に対応 した材 料 ・用具 と して,今 まで と

は違 った表現 方法 を模索で きるのでは ないか と考え た。 さらに,自 由 な雰囲気 によ って,自 分

らしい作品 を作 ることがで きると考 えた。

デザ イン的 な課題 であ る 「創作絵本 」の制作 にあた り,こ のよ うに,コ ンピュータ等 の機器

を利用 す ることで,材 料 ・用具 ・技法 の活用の幅を広 げ,多 様 な生 徒一 人一 人が,自 分 ら しい

表現を す る態度 や能 力を体得 で きると考え,こ れを題 材設 定 の理 由 とした。

2.指 導 目標(特 に,機 器 を利用 す ることによ つて)

(1)興 味 ・関心を高 め,意 欲を持続 させ る。

(2)材 料 ・用具 ・技 法 の活用 の幅を広 げ,作 業 や表現 を楽 しみ なが ら工夫 させ る。

(3)そ れぞれが,自 分 の構想 に合 わせ,自 分 らしい表現 を工夫 で きる態度を 育て る。

3.多 様 な生徒 に対応 した指導の工夫

K校 に おい ての美 術学習 におけ る生徒 の実態 は,類 型 別表に当て はめ てみ ると,「B(無 難

型)」 「C(義 務型)」rF(集 中 力不足型)」 が 多いよ うで ある。他 には,用 具 ・材料 など

の準備 が で きに くか った り,友 達 同士 が同 じよ うな作品を作 った りする点 な どの実態 が見 られ
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る。 そこで,本 題材 では,特 に この三 つの タイプに焦点 を当て,機 器 を利用す る ことによ つて,

それ ぞれ次のよ うな高め たい表現能 力を明確 に し,具 体的 な指導 の工夫 を考え た。

(1)「B(無 難型)」 … 多 くの機器 ・材料を利用 す ることで生 まれ る思 いが けない表 現効

果 や,機 器 の様 々な機能 などを利用 する ことで,つ ぎの表 現への ヒン トを発 見 させ,個 性 的

な表現 を追求 す る気持 ちを引 き出 し,意 欲的 に取 り組 む態度 を育て る。

{21「C(義 務型)」 … 機器 を使い,多 様で段 階 的 な制 作 過 程 の中 に,自 分が興 味 ・関

心 の もて るものを見 つけ させ,特 に その過程 には積極 的 に取 り組 ませ ることで,表 現を楽 し

み なが ら追 求 す る気持 ちと態度 を育て る。

(3)「F(集 中力不足型)」 … 表現す る内容を普段 の生活 の中の興 味 ・関心か ら発想 させ

た り,機 器 を使 うと,「 こん なことがで き る」とい う技法を提示 し体験 させ た りす るこ とで,

まず,制 作 への意欲を 引 き出す。次に作業 を短時間 の段階的 な工程 にす ることで,完 成 への

見通 しを 常に もたせ,そ れぞれの段階で成就感が得 られ るよ うな授業 の工夫を図 ることで持

続 力を育て る。

4.準 備(利 用 で き る 機 器 類)

〔 コ ン ピ ュ ー タ 室 〕 … パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ48台,ワ ー プ ロ ソ フ ト(キ ー ボ ー ド使

用)・ グ ラ フ ィ ッ ク ソ フ ト(マ ウ ス 使 用)各48個

〔美 術 室 ・美 術 準 備 室 〕 … ビ デ オ3台,ビ デ オ プ リ ン タ ー1台,カ メ ラ1台,デ ジ タ ル

・ス チ ル カ メ ラ1台,ビ デ オ カ メ ラ1台,フ ロ ッ ピ ー カ メ ラ2台,ハ ン デ ィ コ ピ ー 機3台,コ

ピ ー 機1台,文 字 テ ー プ ラ イ タ ー1台

尚,K校 は そ れ ぞ れ の 教 室 等 が3列 に 並 び,3教 室 で 同 時 に 授 業 を 展 開 で き る利 点 に も 恵 ま

れ た 。

機器の活用風景

ぜ1

麟
、迦 亀

重

7、
蝉 騨爵

▲出▽

議 二 鞍!
無 講 ヤ

ヤデ 　ぞ

輩 難

・聾 戴

セ

・ 毒聯

メ

0紮 .岬

藤 駕
畔 卍

忌 嵐
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5.制 作過程

導

入

展

開

1

展

開

2

ま

と

め

学 習 活 動 指 導 の 工 夫

(1)参 考作品の鑑賞

(過 去の生徒作品,参 考資料本)

② 絵本制作の概要の理解

(3)利 用する機器類の理解

機器 に対す る興 味 ・関心か ら意欲を引 き

出 し,新 しい用具 や材 料か ら,表 現を 自由

に楽 しもうとい う気持 ちを育て,さ らに,

そこか ら柔軟 な発想 を もつて制作 に取 り組

め る動機付 けを図 る。

(1)コ ンピュータ練 習

① グ ラフィ ック実 習

② ワープ ロ実習

(2)他 に利用す る機器類 の理解 と簡単 な

実 習(一 部 生徒,実 習)

(D製 本(中 と じまで)

(21コ ン ピュ ータ室 と美術室 に別 れて制

作(K校 は教 室が隣 接)

(3}製 本(表 紙)

コンピュータ等 の機器類 を楽 しみ ながら実

習 させ る。 そ して,機 器の活用法を考え さ

せ る。

・段階

て制 作業を

工夫を

ド 手作

・段階的 な作業 を行 うことで 目標 を もった

作業を させ,段 階 ごとに成就感 を もたせ る

U}生 徒作品 の発表,鑑 賞

(21作 品 の部分改善

・手 作業 とそこでの試行錯誤 を通 した個h

の工夫 か ら,構 成力 を養 わせ る。

・自己の作品 と他 の人の作品 の違 いか ら,

個性的 な表現 とは何 かを気付 かせ る。

・鑑 賞後 ,工 夫 ・改善 させ るよ うに し,更

に,追 求 しようとす る気持 ちを育て る。

6.ま とめ と今後 の課題

「絵本制作 」は,こ こ数年実 施 してい る課題 であ る。 しか し,今 回の研究 で は,1年 の1学

期 に行 った こと(こ れまでは3学 期 であ った)と コンピュー タ等 の機器 を数 多 く利用 した こと

が今 までと異 な ってい る。時期 と材 料 ・道具 ・技 法 の違 い,さ らに生徒 の違 いに よ り正確 には

比較 分析 がで きない と思 われ るが,次 の よ うな点 に変 化がみ られた。
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(1}描 写 力に 自信 の無 い生徒が,機 器 を利用 して,作 画 した り,コ ラー ジュ(は り絵)す る

ことで,楽 しみ なが ら制作 に取 り組 み,完 成後 に満足感を もてたよ うで あ る。

t2)集 中力に欠け るよ うな生徒が,機 器 を利用 す ることで,興 味 ・関心 を持続 で き,完 成 ま

で 自分 なりにがんば りなが ら制作 で きた。

(3)自 分 で選ん だ ビデオ映像 の1場 面 をプ リン トした写 真や グラフィックソフ トで描 い た絵

などか ら,そ れに合わせ た色面構成 を考 え たり,ワ ープ ロで打 たれ た文字 な どを それ ぞれが

工夫 しなが ら画面に配置 するなど,構 成的 な能 力を養 うことがで きた。

(41男 子 が これ まで にな く積極的 に取 り組ん だ。(機 器 に興味 ・関心 のあ る生徒 が多い ため)

以上 の点 か ら,コ ンピュータ等 の機器 を使 うことは,そ れ ぞれ の生徒に幅広 く,多 面的 な角

度か らの意欲付 けを図 ることにな り,自 分 らしい表現 活動 へ発展 させ る能力や態度 を高 め るこ

との で きる有効 な指導で あ ると考え る。 また,一 部 の生徒 には,機 器 の利 用 の欠点 で もあ る

「味気 なさ 」を気付かせ る ことがで き,逆 に,手 作業 中心 の人間味のあ る表現 の楽 しさを体得

させ る効果 もあ った。

今後 は,「 多様 な生徒一 人一人 の表現能力を高 め る指導 の工夫 」とい う目標 に向 かい,さ ら

に指導 方法 を改善 し,生 徒 と共 に実践 の中で研究 を進 めて行 きたい と思 う。

覇 唾轡、

轡 肇爆

欝

勢

撃
癩 巽

攣
騨
鮮

響

慮

恥 轟

欝熱
嚢

魯 幾

4.講'"・祠一 聖
・
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人 形 を 作 る(S校)

1.題 材設 定の理 由

S校 には明る く自由 で感受性 豊か な生徒 が多 く,第1学 年 の授業 では真面 目に楽 しく制作 に

取 り組ん でい る。 しか し第2学 年の課題 に な ると急 に悩 み込ん で しまう生徒 が多 くな る。 その

理由 は,第1学 年 の授業 では静物 画や 自画像 を描 いた り,ス ターの顔写 真を見て三 原色 を基本

に した ポー トレー トを制 作 した りす るなど,自 分 の 目の前にあ るものを描 くことが課題 であ り

取 り組 みやすか ったが,第2学 年の想像 画や人形制作 の課題 は,他 の生徒 と同 じものを見 て制

作 す るのでは な く,各 自が積極的 に資料 を集 め,自 分 の表 現 したい ものを思 い通 りに表 現で き

るよ うに努力す ることが必要 になって くるか らであ る。

手 作業 が好 きな生徒 が多 く,熱 心 に取 り組 む反面,安 易 な模倣 に終 わ りが ちで,や や オ リジ

ナ リティに欠け る傾向が強 いので,今 回 の人形 制作におい ては,自 分 の好 きな人間(友 人や ス

ポーツ選手や スターな ど)を もつと身近 な ものに したい とい う欲求 を生 か して意欲的 に取 り組

ませ,特 に技術面か ら表現 の可能姓 を広 げ させ,完 成度の高い個性 豊かな作品に仕上 げさせ た

い と考 えた。

2.指 導 目標

{1}人 間の骨格 や筋 肉や プ ロポーシ ョンを研究 し,人 体 についての理解 と人間へ の愛着を深

め させ る。

(21素 材 に な じませ,様 々な表現技 法を 身に付 け させ,表 現 す る楽 しさを みつけさせ る。

(3)自 分 の満足の行 く作品 を根気強 く取 り組ん で完成 させ る力を養 い,制 作 す る喜 びを味 わ

わせ る。

3.多 様 な生徒 に対応 した指導 の工夫

S校 には 「少 し気に入 らないと ころがあ るけど,こ の くらいでいいや。 」とか,「 もっとど

うにか したいけ ど,で きない。 」とか言 う生徒 が多 く,追 求心や技 術面 でやや劣 ってい る。類

型 にあてはめ ると,「 無難型 」,「 不器用型 」,「 真面 目一方型 」の3タ イプに属 してい る。

こうした生徒 自身が満 足で きる作品 を完成 させ るため,そ れぞれ の類型 に次の よ うな指導を行

なった。

(1)「 無難型 」 下絵 の段階で,動 きのあ るポーズを検討 させ,資 料を集 め させ た。 また他
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の生徒 に ポーズを と らせ て動 きを観 察 して作 らせ ることによつて意欲 を もたせ るよ うに した。

{21「 不器 用型 」 素材 に慣 れ させ るため,粘 土で うま く形が作れ ない場合 に はあきらめ さ

せ ないで再度挑戦 させ た。手 を作 ることを苦手 とす る生徒 が多 いので,肉 付 け は手 か らは じ

め させ,何 度 も作 り直 してい るうちに技法 が身に付 き,自 信 につなが るよ うに した。

(3)「 真面 目一方型 」 画一的 で個性 の乏 しい作品を作 る ことが多 いので,い ろい ろな ポー

ズの人形 を作 る ことがで きることを理解 させ,積 極的 に資料を集め させて アイデアを練 らせ

た。 台座 の形や質感 も工夫 させ楽 しく制 作 させ るよ うに した。

4.指 導の過程(授 業 時間26時 間)

〔主 な材料 〕

フォル モ粘土(石 塑調)1.5個,割 りば し3本,針 金 直径0.9㎜ と0.51凪5.5m厚 のベ

ニヤ板約15㎝ ×20㎝,澱 粉の り,サ ン ドペーパ ー(180番)1枚,二 液性 プ ラスチ

ック》 ア ク リル絵具,ア ル コール系 ニス

(1}ス ライ ド鑑賞(1時 間)

ス ライ ドで過去 の作例を見せ,そ れ ぞれの人形 に どん な工夫 が あるかを学ばせ る。 また様

々な ポーズを作 ることがで きることを理解 させ,制 作の意欲 を もたせ る。

(21下 絵(2時 間)

各 自持参 した資料を もとに,身 長28㎝ の人形 の原 寸大 の下絵を描かせ る。 ポーズによ つ

て高 さが変 わ るので よ く研究 させ る。

(3)手 と心棒 の制作(3時 間)

手 の ポーズを決め,図 に合 わせ て骨組 を作 り,肉 付 け させ る。 次に下絵 に合 わせて割 りば

しをペ ンチで切 り,針 金で 固定 して心棒 を作 らせ る。

〈手 の制作 〉 ① 0

κ 無.1
ξ 、r.

　 コ ロし　

い"・'

＼、σ ら司中 ・

ぞ

0 U

(4)台 座(1時 間)

全 身の動 きと足元 の位置 を考 え なが ら形 を決め させ,の こでベニヤ板 を切 って作 らせ る。

(5)肉 付け(14時 間)

台座 と心棒 を釘 と針金 で固定 し,台 座か ら粘土を つけさせ る(写 真① ・②)。 靴の形を作 り
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足元から腰 までを肉付けさせる。次に背の上端に,ひ じまで肉付け した腕の針金と,小 さめ

に肉付けした頭部の針金を巻 きつける(写 真③)。 これで全体のポーズが決定 される。

oa

醤 絢1㌻
癬撫磁 議慧 嚇撫

筋肉のつき方をよく観察させ,裸 の肉体を作るつもりで肉付けさせる(写 真④)。 次に約

1㎜ 厚の布状に粘土を薄 く伸ばす技法 を身につけさせ,腺 を作らせる(写 真⑤) 。顔の肉付

けもよ く研究 させ,粘 土をつける作業を完了させ る(写 真⑥)。

⑥⑤

瓢
～

麟
欝
繋

④

強

、

難
轟
饗

誰羅 簸磯
・ボ 騨 難融騨、

(6)仕 上げ(4時 間)

なめ らかに したい部分 を サ ン ド ー-/¥°^で磨 かせ てか ら,ア ク リル絵具 で着色 させ る。絵

具 か完 全に乾いた ら,ニ スを塗 らせて仕上 げ る。

(7)批 評会(1時 間)

一 人ずつ自分 の人形 の批評 を させ る
。 他 の生徒 か らの批評 も受 け させ る。
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5.'ま とめ と今後 の課題

本年 度の人形 の制 作の指導 の結果,例 年 と比較 して次の よ うな変化 が見 られた。

(i)こ れ まで指 は切 り分 けて作 ってい たが,今 回 の技法 で非 常に手 の表情 が豊か にな った。

(2)「 無難型 」,「 真 面 目一 方型 」の生徒 の中 に も意欲的 に取 り組ん だ ものが増え た。

(3)「 不器用型 」の生徒 も自分 な りに満足 の行 く作品 を完 成 させ ることがで きたが,最 初 の

手 の肉付 けに手 間取 って,時 間が足 りな くな った生徒 も若干 い た。

(4)今 まで優 秀 な作品を作 って きた生徒 の中に,人 形制作 におい ては意外 に平 凡な作 品に な

って しまった ものが若干い た。

{5)全 体的 に見 ると,例 年よ りポ ーズに動 きのあ る作品が増 え,手 だけで な く顔 の表情 も良

く表現 で きてい る作品が多 くな った。

以上 のよ うな点か ら,S校 の 「無難型 」,「 不器用型 」,「 真面 目一 方型 」の生徒 に,完 成

度 の高 い作品を制作 させ るとい う目標 は,一 応達 成で きたようで ある。 その大 きな要因 は,自

分の手 足のサ イズの調査 にあ った と思 う。 自分 が人形 の大 きさになった時を想定 した ことに よ

って,人 形 が ただ の粘土 のかた まりでは な く,自 分の感情 が こもった身近 な ものにな り,特 に

「無難型 」,「 真面 目一 方型 」の生徒 の制 作意欲 が 高 まった。

また,技 術的 な面 では,特 に 「不器 用型 」の生徒を 「つまずき 」か ら早 く立 ち直 らせ るため

に,プ ラスチ ックでの補修 が大いに役立 った し,手 の制作技法 の改 良は手 だけに とどま らず,

全身 にまで神経 が行 き届 くようにな り,全 体の レベル ア ップにつなが った。

今後 の課題 と しては,技 術 面で の改良 だけで な く,指 導法 に も改善 す る余 地があ る。 生徒 の

進度,類 型 に応 じたグル ープごとの 指導が必要で あ る。

〈

完

成

作

品

例

V

桑
難
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CDカ バーのデザ イン(O校)

1.題 材設 定の理 由

最近 の子 ど もはひ弱に なった とよ く言 われ るが,本 校 の生徒 もその例 に もれ ない。

「思 いつかないよ一。 」と言 って は何 時間 もお しゃべ りを して過 ごし,「 用具を忘 れた。」

と言 って作業 をせ ずに ウロウロし,よ うや く取 りかか ったと思 うと 「失 敗 したか らもうやめ

た。 」と言 う。最初 は怠 けてい るのだと思 ったが,実 際 には,そ うで ない こと も分 か った。

学 習 の方法 が分か らない者,承 認 の喜 びを求 めてい る者 が多 くい ることが分 か り,何 とか し

て この生徒 の 「で きない気 の重 さ」を 「で きる気 の軽 さ 」に変えて や りたいと思 った。

成就感を味 わ わせ るために,て いねいに作業 をす れば,失 敗 の少 ない ポスターカ ラーを使用

し,題 材 は,で きるだけ身近 で,少 しで も生徒が関心 を もて そ うな ものをと考 えて,CDカ バ

ーを選ん だ。

第1学 年 の最初 の課題 なので,特 に事前学習に十分 に時間 をかけ,平 易で段 階的 な作業を 多

く取 り入れ,目 に見え る成果 によって 自信を もたせ なが ら,次 の段階へつ なげ るよ うに工夫 し

た。

2.指 導 目標

(11身 近 な もののデザイ ンに関心 を もたせ る。

(2)ポ スターカラーの使用 に慣れ させ,効 率的 効果的 に彩色 させ る。

(3)楽 し く制作を させ,充 実 感を味 わわせ る。

㈲ 完成 した作品 に 自信を もたせ る。

3.多 様な生徒 に対応す る指導 の工夫

「無気 力型 」の生徒 が多 く,何 度 言 って も用具を持参 しないので,用 具 を一 括購入 し美術室

に保管 す るように した。 また,事 前学=習で は作業 の内容 を段 階的 に区切 り,そ の時 間になすべ

きことを具体的 に指示 した。

「不器用型 」の生徒 も多い ので,ト レース ・拡大 コピー ・スパ ッタ リング ・マスキン グ等,

不器用 さを補 う方法 を取 り入 れた。

また,全 般 に美術 に対す る興 味 ・関心 が薄 く,自 分で資料を探 して来 たり,製 図用具 等を持

参す る生徒 は稀 なので,参 考作品 ・参考 図書 ・各種用具 を用意 し,利 用を促 した。
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4.指 導課程

課 題 時間 学 習 内 容

ガイダ ンス z ①用具 の配布 ・記名 ・名称 ・使用上の注意 ・保 管方法

②資料集 めについて

③CDカ バ ーの説 明

① 新 入生召集 日に集金を して春休 み中に用具 を一括 購入 ・仕分け してお く。

個 人持 ちに してい る用具は鉛筆(3B・B・F),軟 質消 しゴム,ね りゴム,デ ザ インパ レ

ッ ト(小),水 彩パ レッ ト,筆(彩 色筆2・ 面相 筆1・ 平筆1)で,A5サ イズの クリヤ ーケ

ースに入 れて乾燥棚 に番号 を表示 して置かせ る
。

② 制作時 に役立 つので,新 聞 ・雑 誌 など見 る時,心 ひかれ る写 真 ・イ ラス トなどが あ ったら

す ぐ切 り抜 いて とってお くように勧 め る。

実際 にそのよ うに して集め た資料を,ク ロッキ ーブロックに貼 り込 み,提 示す る。

③ 上級生 の作品 を紹介 す る。

優 秀作品 は もちろん だが,失 敗 作 も見せ,ど こで つまずいたか考 え させ る。

色 彩 理論 2 ① 明度 ・彩度 ・色相 ・補色 ・混 色

② 色の対比 と配 色

③ 色 と感情

① 明度や彩度 とい う言 葉を,プ リン トに書 き込 ませ なが ら,ポ スターカ ラーで彩色 したチ ャ

ー トを使 い,時 間を かけて説明す るよ うに したところ,制 作 に入 つてか らの個別指導 を,生 徒

が以前 よ り早 く,的 確 に理解 す るように なった。

②CDカ バ ーで タイ トルのよ うに 目立 たせ たい時 の配色 を どうしたらよいか考え させ た。

彩 色方 法 1 ① ポスターカ ラーの特長 ・濃度 の調 整 ・混 色の注意

②用具 の管 理

① 水の加え過 ぎや混色時の物理的混ぜ合わせ不足,用 紙を回 しながら周囲か ら塗 るなどの注

意をする。

② 筆はよく洗い,タ オルでふいて形を整え,空 気に触れるようにして棚に収納するよう指導
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す る。

色相環の

彩色

2 12色 セ ッ トの ポスターカ ラーを使用 し,画 用紙 に印刷 され た27色

の色相環を彩色す る。

マ ス キ ン グ 2 ①好 きな言葉 の英字を印

しなが ら トレース し,

② マスキングフィル ムで

セッ トの9色 を混色す ることに よ り,無 限 の色相が作れ ることを体験 させ る。

出来 上が った色相 環 はグ ラデ ーシ ・ンで美 しく,ま ず は完成 した ことを喜ん だ。

この作業 を取 り入 れてか ら,作 品に セ ッ トの色相 を そのまま塗 る生徒 がか なり減 った。

①好 きな言葉 の英字を印刷 され た ローマ ン体か ら拾 い,字 間を調 整

② マスキンクフィル ムで マスキ ング して,彩 色 す る。

② ケ ン ト紙を切 り落 と した り,圧 着 が不十分で絵 の具 が しみ込んで,は み出 した りしないよ

うに注 意す る。 はみ出 さないで塗 れ ることに,生 徒 は非 常に感激す る。

筆で塗 るよ りもカッターで切 り抜 く方がず っと楽 しそ うで ある。

ス パ ッ タ リ ン グ 7rB㎝ 肪 屍 方形晒 端から2色 でグラデーシ 、ンになるよう1こ

吹 き付 け る。

用紙 との距 離 や網 につけ る絵 の具 の量 ・濃度,こ す り方 と吹 き付 け られ る面積 や粒子 の大 き

さの関係 を覚え させ る。

ア イ デ ィ ア ス ケ ッ チ 2 ① 巴いついたら何で も描いてみる。

②参考作品や資料に 目を通してみる

① 生徒 は上手 にいかないとす ぐ消 して しまうので,比 較 の ため蓄積 してい く方 がよい ことを

指導す る。

制 作 10
」

マスキ ング ・スパ ッタ リング ・グ ラデーシ ョンなどを必要 に応 じて応用

しなが ら,効 率 よ く,て いね いに彩 色す る。

彩 色の手 順 など,個 別に相談 に乗 る。

「日本 の伝統 色 」とい う色見本が 用意 してあ り,生 徒 はその中か ら色を選 ぶが,セ ッ トの ど

の色を混 ぜた らよい か とい う質問 が非 常に多か った。
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作業 の早 さは生徒 によ って著 しい差 が出 る。9月 の文化祭に間に合 った作品 は展示 するが,

間に合 わなか った作品 は,額 に入 れて廊 下に展示 した。

なるべ く作品 のよい ところを見 つけ,ほ め るよ うに した。

5.ま とめ と今後 の課題

用具を美術室 に保管 す るよ うに した ところ,以 前 に比べ,積 極的 に制作 に取 りかか る生徒が

著 し く増え た。

事前 学習 の作業 は,生 徒 に 「で きそ うだ 」と自信 の もて る平 易な課題 の積 み重ねで構 成 し,

成 し遂 げたとい う喜 び と自信 を もたせ るよ うに した。

以前に は聞か れ ることの なか った,「 絵の具を塗 ったの は何年 ぶ りかな 一。 」とか,「 こん

なに気合い入 ったのは じめて 」とか,「 美術 の授 業が楽 しみ!」 とい う生徒 の声を聞 くことが

で きた。

本制作 では,思 うよ うに形 が とれ なか ったり,彩 色がで きず苦 しむ生徒 も出 たが,マ スキ ン

グして タイ トルを入れ たり,ス パ ッタ リングで吹 き付 けたりす ると,思 わぬ画面 の変化 が見 ら

れ,喜 ぶ生徒 が多か った。 また,拡 大 コ ピーも効果的 で あった。

意欲 的 に制作 に取 り組 む生徒の数が増 え たが,一 斉 指導 だけではやは り限界 があ り,質 問 に

来 る生徒 が多 く,個 々の対応が間に合 わ なか った。 生徒相互 の助 け合 いや,グ ル ープ活動 など,

指導 の工夫 が さらに必要 であ ると感 じた。

騰 燃
い

ゑ　

義,蜘 紬.
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視 覚障害 児 も遊 べる玩具 をつ くる(T校)

1.題 材設定 の理 由

物 が氾濫 し,欲 しい物 は何 で も手に入 るよ うに思 え る現代社会 の中で,障 害 のある人 たちや,

高齢者 の ことを配慮 して製品をつ くることは,ま だ見落 とされが ちだ。 それ ど ころか,ハ イテ

ク化,技 術革新 が,か え って不便 さを誘発 してい るケースも少 な くない。

しか し,現 在 そのよ うな状況 に新 しい動 きが起 こってい る。視 覚障害者 のための 「刻 み 」を

つけ たシ ャンプーの ボ トルや,テ レフォンカー ド。視 覚障害 児への配慮 のあ る商品 にマ ークを

つけて売 り出 してい る日本玩具協会。 また,デ ザ イナーや,商 品企画 に携 わ る人,教 育者,福

祉 関 係 者 らが,商 品 企 画 の中 にいかに視 覚障害者 へ の配慮 を取 り入れ てい くか,検 討 してい

くための組織 作 りなど,そ の活動 の幅 も広が りつ つある。

そこで,デ ザ インの授 業の中に,こ のバ リヤ ・フ リー(障 害者,高 齢者 の障 壁を取 り除 くと

言 う意)の 視点 を取 り入れ る事 で,生 徒 たちが 「障害 」について考 え る機会 とす るだけで な く,

本 当に必 要 な物 は何 か,を 判断 する力を もつ基礎 に で きるのではないか と考 え た。

また,障 害を配慮 して デザイ ンす ることは,よ り個 々の生徒 の創意工夫 と柔軟 な発想 が必要

とされ る。 「最近 の生徒 は,暗 記的 な学力 はあって も,思 考 力 は,弱 くなってい る。 」とい う

声を聞 き,生 徒 自身か らも 「もっと一 つの ことを堀 り下げて考 え る力を養 うべ きで はないのか」

とい う声 も聞 く。 この課 題 を通 して,美 術 ならではの 「自由 さ 」の中 でデザイ ンの問題 を堀 り

下げて考 え る経 験を させ たいと考 えた。

玩具を テーマに したの は,ど の生徒 で も,使 用 した経験 の ある物 で あ り,客 観視 して分析 し

やすい と考 えたか らで ある。 また子供 を考 え る事は,人 間の原点 を考え ることにつ なが り,人

間 にとって大切 な 「触覚的 な美 しさ」を意識 す ることに もなると考え,本 題材 を設定 した。

2.指 導 目橡

(i)視 覚障害 児へ配慮 したデザ インを創 意 ・工夫 させ る。

(21玩 具 が子供 に与 え る影響 を考 え させ,素 材 や,触 覚の美 しさを追求 し,そ の大切 さを学

ばせ る。

(3)素 材 に親 しみ,原 点 か ら物を つ くりあげてい く喜 びを感 じさせ る。

(4)生 活 の中 で,障 害者,高 齢者 などへ のデザ イ ン上 の配慮 は,ど のよ うにな され るべ きか,
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問題 意識を もたせ る。

3.指 導過程

cla「 玩具 に ついて考え る」レポー ト(夏 季休業課題)

(21導 入

① 視覚障害者 の擬 似体験を行 い,発 見 や感想 を まとめ る。

② 視 覚障害者 のため にデザイ ンされ た製品 の工夫 を紹 介す る。

③ 「目穏 しを してオセ ロで遊 ぶには どうすればいいのか 」とい う問題 を出 し,様 々な発

想 を引 きだす。

〔3}ア イデアスケ ッチ

① 「触覚的 な不快感を与 え ない こと 」「凹凸で形がわか ること 」「音 がで る工夫 があ る

とよ い 」な ど,満 たすべ きい くつかの条件を与え,材 料,表 現方法 は選択 の幅を もたせ

る。

② 材料 を数 多 く提 示す る。触 覚の違 う様hな 布,い ろい ろな音 の出 る笛,板 材,塊 材,

発泡 スチ ロール,ウ レタ ンマ ッ ト,マ ジックテープな ど。

③1枚 目の アイデアスケ ッチは,発 想 の鍵 となるので,落 書 きのよ うで も気 にせず,

とにか く描 いてみ る。

③2枚 目の スケ ッチは,大 きさ,形 な どよ く検討 し,そ れ 自体 が 「計画書 」にな るよ う

しっか り描 く。

(4)制 作

① アイデアスケ ッチに沿 って制 作 し,制 作中に出て きたアイデア も取 り入 れ させ る。

② 制作を通 して 「視覚障害 児 も遊 べ るか 」「丈夫 さ 」「触覚的 な美 しさ 」を検討 させ る。

(5)鑑 賞 とま とめ

① 目隠 しを して遊 び,生 徒同志で感想を述 べあい,ま とめ る。

② 実際 に視 覚障害児や,地 域 の子供 に遊ん で もらう機会 をつ くる。

4.多 様 な生徒 に対応 した指導 の工夫

T校 において は,美 術の授業 に対 しては,持 ってい るエ ネルギ ーの6～7割 ぐらい出せ ば良

いと,最 初か らクールに構 えてい る生徒 が少 な くない。 また,そ のよ うな生徒 には 「そつ な く

こなす力 」が,備 わ つてい るよ うであ る。本研究 の類型 と しては,「 無難型 」「義務型 」が多

い。 また,写 実表現 が苦手 なため,美 術 の授業 に な るとっい無気力 にな って しまう 「無気 力型」

ま じめ に取 り組 むのだが,結 果 が思 うようにでず達成感 の得 られ ない 「不器用型 」の生徒 も3

_i7_



分 の1ほ ど存在す る。 この ような生徒 に意欲 を もたせ,達 成感を もたせ るため,次 のよ うな,

指導 の工夫 を試 みたΦ

(1)「 無難型 」 ・「義 務型 」

アイデ アスケ ッチの段階 で,発 想 や工夫 と計 画性 を重視 し,簡 単 に合格 を与 えず,何 度

が再提 出させ,深 く検討 させ る。様 々な材料 や,表 現方法 か ら,自 分に合 った ものを選択

す ることで,積 極的 に取 り組 む意欲を 引 きだす。 また,実 際 に盲学校 等 で使 って もらうこ

とを目標 に制作 す ることで,意 識 を高 め る。

(2)「 不器用型 」

アイデアの段階 か ら,特 に,機 能性 や丈夫 さ,仕 上げの美 しさを意識 させ る。制作方法

は計 画の段階 で しっか り把握 させ る。

(3)「 無気 力型 」

「無気 力型 」の生徒 も,材 料 や表現 方法 を選 択 できる ことが,意 欲 的 に取 り組 む糸 口 と

な る。 しか し,中 には アイデアスケ ツチを描 く時点で つまつ く生徒 もい るので,そ うい

った生徒 には,何 を作 るか よ り,ど の ような材料 で作 るかを考え させ,ま ず は材 料を揃 え

させ る。材料 を手 に し,実 際 に制作を始め なが ら,出 て きたアイデアを取 り入 れ させ るよ

うにす る。 また,機 能性,仕 上げの確 か さ,美 しさで才能 を発揮 で きるよ うに も導 く。

5.ま とめ と今後 の課題

最初 に この課題 を予 告 した時 の生徒 の反応 は,「 難 しい!」 「無 理 だ!」 とい った ものだ っ

た。 しか し,「 バ リヤ ・フ リー」とい う言葉は新鮮 で,生 徒 たちは導入時 に,自 分 た ちの生 活

を違 う角度か ら見 ることを始め,今 まであ まり作 らなか ったものを創造す ることに知的好奇心

を か きたて られ たよ うだ。 アイデ アを 考え るにあた っては,素 材 か ら考え る生徒,加 工 方法か

ら考え る生徒 目的(玩 具 の ジャンル)か ら考 え る生徒 とち ょ うど3つ に分かれ た。

(1)「 無難 型 」 ・「義 務型 」

発想 の段階で,多 くの生徒が苦 しん だ。 「絵 を描 いてい る方がず っと楽 」とぼや く者 も

いたが,安 易 な発想 では満足せず,一 人一 人個性的 なアイデ アを考え出 して きた。 また,

途中で 出て来 た発想 は積極的 にとり入 れ,問 題が生 じては解決 してい きなが ら,ね ば り強

く制作に取 り くむ姿勢が生 まれ た。 自分 の好 きな材料,表 現方法 を選 べ るため,楽 しみ な

が ら制作を続 け ることがで きた。

② 「不器用型 」

発想 自体 は平 凡で あった りs既 存の玩具や,参 考資料 のア イデアを取 り入れ たり した生
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徒が多か ったが,作 品 としての完成度 は高 まった。他 の生徒 を驚 かす程,完 成度 の高 い作

品 もあった。

{3)「 無気力型 」

「自分 の得 意分野 で勝負!」 と積極的 に取 り組 んだ生 徒がで てきた。紙 の上 で想像 す る

アイデアスケ ッチでは,ど うして も行 きづ まって しまったが,具 体的 に材料を揃 えて制 作

をすすめ ると,興 味が持続 し,途 中で新 しい アイデアを生み出す生徒 もいた。

視覚以外の五感で物を作 ることは,「 没入型 」の生徒に と って も,新 しい体験 で,新 しい表

現方法 や,素 材 の持 つ可能性 の発 見につなが った。 盲学校等 で実 際 に使 って もらうことが励 み

にな り,他 の障害 のあ る子供 た ちへの配慮 を,デ ザ インの中に と り入れ た生徒 も,何 人 かいた。

今後 の課 題 と して は,次 のよ うなこ とが考 え られた。

(1)材 料や,制 作 方法を もう少 し制限 した方 が,技 術的 な完成度 が高 くなったのではないの

か と考え られ る面 もあ った。

(2}個 別指導 の大変 さは,や は りあ り,1ク ラス28名 の展 開の クラスの方が,44名 の ク

ラスよ り,行 き届 いた指導 がで きた。

(3)手 芸的 な楽 しみのみに終 わ ることが ないよ う指導 す る必 要があ った。

障害を考え ることか らスター トした課題 であ ったが,生 徒 自身の成長 過程や夢 を作品 に託 し

た,自 己表現 の場に なったよ うに思 え た。
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生徒が自ら課題を選び,主 体的に制作する授業(H校)

1.題 材設定 の理 由

生徒 はそれ ぞれ特性 を もつため,生 徒 の数 だけ多様性 があ るなら,そ の 多様 な生徒 に共通 な

課題 を与え るとい う枠 にはめるのでは な く,む しろ与 え る課題 に多様性 を もたせ る方が よいの

で はないか。 生徒が,自 分 の本 当に制 作 したい物を模 索 し,各 自が,制 作計画を立 て,素 材を

準備 し,制 作す る。 この ことは,共 通 課題 の もつ画一的 で,や や もす るとお しつけにな りかね

ない指導 と異 なり,そ の導入 の時点 で,個hの 生徒 が興味,関 心 に基 づいて,そ れ ぞれ表現 の

スタイルを選 び,課 題を開発で きるとい うメ リッ トがあ る。

しか し,生 徒 が,自 分 の興味,関 心を満足 させ ることに とどま るあ まり,い ろい ろな表現方

法 の中か ら,最 も適 した手段を模索 してい こうとする意欲 や,制 作 に対す る全般的 な創意工夫

がお ろそか にな りがちな傾向 も見受 け られ る。今回 は,こ のマ イナス点 に着 目 し,二 期制 とい

う特徴を生 か しつつ,生 徒 の主体的 な表現意欲 を伸 ばす ための,指 導 の工夫を試 みた。

2.指 導 目標

(1)自 由に課題を選択 させ ることによ って,表 現 意欲 を高 め させ る。

② 一 つの分野で長期 にわ たつて制作 させ ることによ って,表 現 に創 意工 夫を もたせ る。

(3)制 作 に熱 中 し,楽 しむ ことによって,自 己解放,自 己実現を図 る。

(4}自 分以外 の様 々な表現,作 品 に触れ させ る ことによって,他 者理解 を図 り,広 く芸術

作品全般に対す る関心を高め る。

3.多 様 な生徒 に対 応 した指導 の工 夫

生徒 が,最 初か ら,自 分 の制作 したいものを イ メー ジして授業 に臨む ことが望 ま しいが,現

実 はそ うならない ことが多 い。 そ こで,導 入 に際 して次の ような工夫を した。

(1)最 初に過 去の参 考作品を ス ライ ドで鑑賞 させ,ガ イ ダンスを 行な う。

f21簡 単 な個人面談 を行い,対 話 の中か ら制作へ の イメージを探 らせ る。

(面 談 期間中 は共通課 題1年 一静物デ ッサ ン,2年 一風景 画着彩)
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これ らの準備期 間を設 け ることによ つて,生 徒一 人一 人が制作 したい ものを イメージで きる

よ うに した。

この カ リキュ ラムでは,自 由に課題 を設定 で きるため,.す べ ての生徒が最初 か ら授業 に対 し

て意欲的 に取 り組 めそ うに思 え る。 ところが,実 際 には,い っまで た って も自主的 な制作 にと

りかかれ ないでい る「義務型 」や,一 見,熱 中 して制作 してい るかにみえて も,た だ単に ノル

マを こな してい るだけの 「無難型 」の生徒 も少 な くない。 さ らに,自 分 の制作 の スタイルを確

立 してい る生徒 も,そ れがあ まりにパ ターン化 した模倣 の域を 出ない 「真面 目一 方型 」だった

りもす る。 これ らの生徒 を生 きい きとした 自己表 現が意欲的 にで きるよ うに させ るには ど うす

ればよいか と考え た時,や は り導 入の是非 が問題 となつて くるよ うであ る。 さらに生徒 一人一

人 に制作 の構想 を具 体化 させ るために,導 入の指導 の後 に次 のよ うな指導 を行 なった。

(3)制 作計画 を作成 させ る

導入に よって,定 ま って きた制作の方向性 を,よ り具体的に年 間計画表 として作成 させ,各

自,揃 え なければな らない素材 や用具,及 び,制 作 のプ ロセスを把握 させ た。

(41分 野 に応 じて様 々な技法 や発想法 を指導す る

(2)の面談 のなかで も,適 宜 行 なって きたが,実 際 の制作 に入 ってか らも,発 想 の うかば ない

生徒や,技 術面 で行 きづ まって しまう生徒 がで て くる。 それ らの生徒 には,当 人に とって新 し

い技法 や,発 想法 を提 示 し,指 導す ることに よ つて,イ メージの転換 や,拡 大を図 らせ た。

(5)講 評会

完成 した作 品を,一 人ず つ発表,さ らに自分で批評 させ ることによ つて,自 分 の作品を 第三

者的視 点か ら眺め させ,次 回作 へのステ ップ とさせ た。 また,こ の時間 は,友 だちの様 々な表

現技法 や アイデ アに,直 接触れ,そ れ ぞれの もつよ さを味 わわせ た。

嬉灘
講 蕪 一 ≠ 一 ジLh』

制

作

風

景

一21一



4.指 導課程

一

学 習 活 動 指 導 の 工 夫

導 (1)参 考 作品の鑑賞 とガイ ダンス 得手不得手,好 き嫌いの強い生徒に対 して

(過 去の生徒作品) 全員が意欲的にとりくめる課題を見い出せ る

t2)個 別面談 よ う,で きるだけ多 くの ジャンルの作品,表

入 (3)制 作計画表作成 現手 段に触れ させ る。

「 　…
1

『 暫一 一 一一一 一 一

本 年 度 の 制 作 ン ヤ ノ クル の 概 況

1年

各分野ごとに,素 材や基礎的技法の説明,

実技練習か ら入 る。

展 i 平 行 して,ア イデア ・スケ ッチや各種 下絵
個

1別
:

の 匿ミa球

醸
も醸撫

などをつ くらせ,構 想 を明確 に させ る。

場 合に よつて発想 を練 り直 させ た り,新 た
i写 構 模 醸 彫 陶 工。1
i展 牛 想 の

開

1画 画 写 卑一 刻 芸 芸他

1開膨.膠 辮[
iI

な技法 を紹介 し,指 導す ることによ って,表

現 に工夫 を もたせ る。

Il…

L㌧_鍛 越 劃
最後 まで つ くりあげ ることの大切 さを理解

させ る。

{1)発 表 一講 評 自己の作品を第三者的立場 か ら眺め,.制 作

ま 全体 をふ りかえ らせ る。

うま くい った点 と,失 敗 した点を分析 させ

る 。

と ② 鑑賞 様 々な作品を鑑賞 させ ることによ って,表

現 の バ リエ ー シ ョ ン を 学 ば せ る。

友だちの ものの見方,制 作方法,制 作態度

め 等 を知 る ことによ って,他 者 理解を深 め させ

る 。
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5.反 省 と今後 の課題

当初の 目標 が,ど れ程達成 され たかをふ りか え ると,ま ず,自 由に課題 を選択 で きるとい う

ことが,こ の カ リキュ ラムの特徴で あるため,前 ・後期 それぞれ の制作 が実 り豊かなものになる

か ど うかは,最 初 の選択 にかか ってい るわ けであ る。本当 に作 りたい ものを選 ぶ とい うのは,

や さ しいよ うで,な か なか難 しい。 そのため には,あ る程度深 く,自 分を見 つめてみ なけ れば

ならない。 その一助 とす るため に,過 去 の作 品の ス ライ ドを上映 したが,こ れに は一長一短 あ

るよ うであ った。 自分 の感 じか たに合 った,制 作 への きっか けになるよ うな作例 に出会 えた生

徒 はよいが,悪 くす ると,参 考提示 がその まま範 囲の限定,「 この中か ら選べ 」とい う強制 に

な りかね ない。 事実,参 考作品 で示 された分野 か ら選 ぶ生徒 が ほとん どで ある。個別面談 は も

ちろん,事 前の説明が 重要 だと改 めて思 った。

次に,今 回の指導 の工夫 でポイ ン トと した安 易で画一的 な表 現に陥 りが ちな生徒 の制作 に,

ど うすれば創意工夫を もたせ ることがで きるかとい うことを解 決す るため に,そ れ ぞれ の分野

で よ り専門的 な技 法 や発想法 を提示 し,指 導 を した。生徒 に よって は 「面 白そ う 」と興味 を示

し,積 極的 に取 り組む など,そ れ なりの成果 はあった。 しか し,あ くまでも生徒 の主体的 選択

によ る制作 とい う前提 があ るため,教 え る側か らの アプ ローチ も限定 され て くる。生徒 の中 に

は,自 分 な りに工夫 してい ろい ろと面白い ことをす る者 もい るし,模 写 ばか りしてい る者 も多

いが,本 人が意欲的 に取 り組 めば,そ れ なりの成 果 は期待で き るものと考 え られ る。

各 自,自 らの責任 において制 作 してい るので,皆,「 自分 の作品 」とい う意 識を もつてい る。

それが,結 果 と して,他 の友だ ちの作品を重視 す る意識 につなが った ことは,講 評会 にお ける

他 の作 品への関心 の高 さか らうかがえ ると思 う。

耀

,讐犠 箋 幽噸 緬

磁 蝦 喜

ぞ讐 灘
完 成 作 品 例
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V考 察と今後の課題

すべての生徒に,意 欲的に楽 しみなが ら表現活動に取 り組 ませたい,そ んな願いから,研 究

主題 「多様 な生徒 の表現能力を高め る指導の工夫 」を設定 し,そ れぞれの学校の状況 も踏まえ

ながら研究を進めてきた。急速 な社会 の変化は,様 々な形で多様 な生徒へと変化させている。

しかし,高 等学校では,ほ ぼ同傾向の生徒が集まるため,画 一的 ・均一的 な指導でも学習の効

果が上が るという状況 も見られるが,生 徒の個性の伸長を目指 した美術科の指導に当たっては,

生徒一人一人の実態に対応し,自 分 らしい表現を確認 させ,高 めさせ る指導の工夫が必要であ

る。本研究 では,美 術の学習における多様な生徒の実態とそれに対応 した,重 点的に高めたい

表現能力を明確にすることを試みた。 また,美 術の実践の中でそれぞれの表現能力を高める指

導の工夫を し,授 業の実践を基に次のように考察した。

1.「 没入型 」の生徒に は,他 者 の様 々な表現や作品 に接す る機会 とその よさを理解 しよ うと

す る態度を大切に して制作に取 り組 ませ ると,自 分 ら しい表現 を追 求 しようとす る意欲 が見

られ た。

2.「 無難型,義 務型 」の生徒には,教 師が粘 り強 く生徒 に接 したり,従 来 の美 術の学習 にと

らわれ ない視 点か ら題材 を与 えたりす ると,意 欲的 な態度 が見 られ た。 また,写 実的 な表 現

力に少 しで も自信を もたせ るよ うな指導 の工夫が有効 であ った。

3。 「不器用型,真 面 目一方型 」の生徒 には,表 現 した内容 に対す る適切 な評価 と次 なる動 機

付けが必要で あった。 また,題 材 や材科 ・用具 ・技 法等 の活用 によ つて,今 までと違 った表

現方法を経験 させ ると,柔 軟 に制作に取 り組 も うとす る姿勢が見 られた。

4.「 集中力不足型,無 気力型 」の生徒 には,身 近 な題材 や興味 ・関心 の対 象を制作 に生 かせ

る題材 な ど,題 材 の工夫 が必要 であ った。 また,グ ラデーシ ・ンや スパ ッタ リング等表現効

果 が現れや すい技法を制作 に活用 させ ると満足 感が得 られ,楽 しみなが ら制 作を持続 す るこ

とが できたよ うである。 さ らに,材 料 ・用具を いつで も使え るよ うに整理 させ ることによ り

作業に取 り組 もうとす る態度 を育て る ことがで きた。

以上,類 型 別に高 め たい表現能力 を明確 に し,多 様 な生徒 に対応 した指導 の工夫 をす ること

に よって,ね らいを満足 させ る効果が見 られた。今後 このよ うな指導 の工夫 を,年 間計画の中

で どこに位 置付 け るか,類 型化だ けでは解 決 で きない生徒へ の対応 を どうす るか などについて,

さ らに幅広 く考 えていか なければ ならない。
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